













glycyrrhizin、10 種の漢方製剤、25 種類の構成植物抽出物の抗炎症作用、ultraviolet (UV)吸収活性、
human immunodeficiency virus ( HIV)の複製に対する抑制効果、LPS 様物質の汚染度について比較検討し
た．生細胞数は MTT 法により測定した。NO と PGE2は、それぞれ、Griess 法および EIA 法により定量した。
superoxide anion および、NO を消去する活性は ESR により測定した。COX-1、2 を阻害する活性は、EIA
法で測定した。COX-1、2 の発現、PARP の切断はウェスタンブロット法で測定した。抗 UV 活性は、HSC-2
および HaCaT に対する 50%傷害濃度を求めた。抗 HIV 活性の測定は、ヒト MT-4 細胞に対する 50%傷害濃度
を、HIV-1IIIB 感染細胞の生細胞数を 50%まで復帰させる濃度で割り求めた。試料中へのエンドトキシンの
混入は、kinetic chromogenic endotoxin-specific LAL reagent を用いて測定した。Glycyrrhizin は、
LPS で活性化された Raw264.7 による NO および PGE2の産生を濃度依存的に抑制し、O2-を消去したが、NO は
消去しなかった。COX-2 活性を約 40%抑制した 。HSC-2 細胞を使用した場合、漢方製剤や構成植物抽出液
の抗 UV 活性は全体的に弱かった。HaCaT 細胞を用いた場合、細辛、黄耆、黄連、山梔子などに高い抗 UV
活性が検出された。半夏瀉心湯は、IL-1β誘導性 PGE2の産生を強く抑制した。 Glycyrrhizin は、 RAW264.7
細胞において、LPS の刺激の有無に関わらず COX-2 の発現を抑制しなかったが、半夏瀉心湯は、HGF にお










UV 活性及び UV 吸収活性を確認し、スキンケアを目的とした化粧品などへの応用の可能性を示唆したこと
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